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受付番号／承認番号 審査結果 2011年4月18日　承認 （迅速審査）

所属 立命館グローバル・イノベーション研究機構 職名 ポストドクトラルフェロー

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年6月13日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程２回生

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年7月26日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年7月11日　承認 

所属 言語教育情報研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年7月11日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考 特になし。

申請研究者
菅野　晃子

 ～ 2012年1月31日

障がい・病気をかかえる家族への新たなアプローチ
－ACTワークショップ－

 ～ 2012年1月27日

点在する年少日本語学習者への学級での相互作用を活かした日本語指導

特になし。

衣笠-人-2011-05

前回条件付承認（2011.6.13）における下記委員会所見に対する7月17日付の回答により、承認とします。
① 研究計画書（研究対象者所属施設に提出）を次に留意して修正すること
・読み手に配慮した分量（A4用紙１枚程度）
・依頼する調査についてと、インタビューの学問上（研究成果）の意義、研究協力者への意義に特化した内容にすること
② 説明書にて、次の２点を明記すること
・修士論文にて発表すること
・問い合わせ先（申請者本人）に併記して、研究対象者がアクセスできる申請者とは別の窓口

衣笠-人-2011-04

申請研究者
中井　和夫

申請研究者
戸田　千枝

～ 2011年12月31日

死産・選択的中絶のケア　～助産師による経験の語り～

申請研究者

盲点における視覚的補完および視覚情報処理およびそれらの知見の応用に関する研究
（R-GIRO研究プログラム「応用錯視学のフロンティア」（2009年度採択）の分担研究を含む）[2010年度継続]

特になし。

～　2012年3月31日

蘭 悠久

 ～ 2011年8月31日

高齢者の疾病発症状況における看護師の認識判断に関する研究－介護療養型医療施設に従事する熟練看護師
の臨床知

特になし。

衣笠-人-2011-03

標記の研究計画につき、「立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会規程」に基づき、下記のとおり審査いたしました。

2011年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について

立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会

衣笠-人-2011-02

申請研究者
山田　由紀

＊＊＊　衣笠キャンパス審査委員会（ 21 件の研究計画を審査）　＊＊＊

衣笠-人-2011-01
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受付番号／承認番号 審査結果 2011年7月11日　承認 

所属 産業社会学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年7月11日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年8月25日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年8月2日　承認 

所属 教学部大学院課 職名 契約職員（専門職）

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年8月2日　承認 

所属 社会学研究科 職名 博士前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年8月2日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

特になし。

衣笠-人-2011-07

申請研究者
田野中　恭子

 ～ 2012年1月31日

統合失調症療養者の家族を支える社会資源の関わり

 ～ 2012年3月31日

2011年日韓国際比較調査（社会学研究科グローバル・プロジェクト）

特になし。

衣笠-人-2011-06

申請研究者
山下　高行

衣笠-人-2011-08

前回条件付承認（2011.8.2）における下記委員会所見に対する8月12日付の回答により、承認とします。
暫定審査、および委員会での指摘事項、特に以下の点を踏まえ、研究倫理審査申請書を修正すること。尚、同意書を取得する以前に本
倫理委員会に申請することが適切であったことを申し添える。
1）研究協力者のご家族に対する危険等（身体的・精神的な影響を含む）、およびそれへの配慮（対応方法）について充分に検討すること。
2）研究協力者のご家族についてどのように論文にて記載するのか。記載する内容によっては、別途同意書を取得することが必要である。
3）保管しているデータ（ビデオテープや書面記録）について、個人情報は匿名化、もしくは消去した上で保管すること。また、廃棄に際して
はご家族の同意を得る、あるいはご家族に謹呈するなどの配慮も検討されたい。

衣笠-人-2011-09

特になし。

衣笠-人-2011-10

特になし。

衣笠-人-2011-11

申請研究者
荒川　有加

 ～ 2012年3月31日

気の音楽療法 -実践と宇宙の再統合－

申請研究者
櫻井　浩子

 ～ 2012年3月31日

人文社会系専攻大学院生向け自己力向上支援プログラムの試み

申請研究者
中島　慶行

 ～ 2012年1月31日

高齢者の入浴ニーズについて

特になし。

申請研究者
土居　郁子

 ～ 2012年1月31日

高齢者における死別経験の意味づけと自己の発達
-大学生の死に対する意識の比較と高齢者の語りから-
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受付番号／承認番号 審査結果 2011年10月3日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号 審査結果 2011年10月3日　不承認

所属 規程第820号第15条により不記載 職名 規程第820号第15条により不記載

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見概要

受付番号／承認番号 審査結果 2011年10月24日　承認 （迅速審査）

所属 映像学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年11月25日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年11月7日　承認 

所属 文学部・国際関係学部 職名 非常勤講師

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2011-12

申請研究者
村本　邦子

 ～ 2014年3月31日

世代間トラウマの克服と和解による平和構築～新しい東アジア型平和教育プログラムの開発を通じて

特になし。

衣笠-人-2010-30

申請研究者
規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

　当委員会の審査は、共通したコンテンツを持つ国際調査研究において、申請者が分担する日本における調査実施計画について限定し
てなされたものである。この調査研究を特にわが国において実施する際には、倫理的課題への理解や配慮を特段に必要とする研究テー
マであること、また今次の調査においては、スポンサー企業、研究対象者が所属する団体、そしてその団体に関係のある申請研究者、と
いう複層的な利益相反が存在していることから、当委員会では慎重な議論を重ねてきた。
　とりわけ、研究対象者となる個人や関連団体へのインフォームド・コンセントには前述の状況に対する充分な情報公開はもとより、研究
意義についての申請研究者自身による説得力を持った説明が必要であると判断された。
　しかしながら当委員会の数度の「変更の勧告」や指摘にも関わらず、申請研究者による調査実施計画はそれらを十全に満たすものとは
言いがたく、実施した場合には申請研究者を含めた関係者の社会的なリスクを伴うことが懸念される。従って当委員会は申請研究者によ
る分担された研究の遂行について不承認とした。

衣笠-人-2011-13

衣笠-人-2011-14

特になし。

申請研究者
細井 浩一

 ～ 2011年12月31日

３Dメタバースにおける住空間構築と居住者コミュニティの可能性と課題

申請研究者
安達　俊祐

衣笠-人-2011-15

申請研究者
Julia K. Harper-Tanaka

 ～ 2012年1月31日

在宅療養を行うALS患者の生活文化の理解

前回条件付承認（2011.11.7）における下記委員会所見に対する11月22日付の回答により、承認とします。
　実名・映像を用いて研究成果を発表するにあたっては、そのデメリットについてより丁寧なインフォームド・コンセントを実施し、理解を得
ることが求められる。ついては、研究協力者の意思確認方法を含めた説明内容の検討、及び研究協力同意書の修正をなされたい。

 ～ 2012年3月30日

Achieving consistency in the assessment of student writing

When you gain the consent, take extra care to provide them with clear explanation especially regarding research objectives.
Furthermore, respond to student inquiries sincerely and deliver a positive message; for example, if research results show inconsistency,
try to use a word other than “inconsistency” to explain.
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受付番号／承認番号 審査結果 2011年11月7日　承認 

所属 国際関係研究科 職名 博士後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年1月12日　承認 

所属 先端総合学術研究科 職名 一貫性博士課程2回生

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年12月5日　承認 

所属 社会学研究科 職名 博士後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年12月22日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年2月15日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2011-16

申請研究者
朴　仁淑

申請研究者
野島 大輔

 ～ 2012年3月14日

世界秩序の構成を主眼とした国際関係論教育の構想─中等教育でのカリキュラム実例の作成を論点として─（予
定）

申請研究者

 ～ 2012年8月31日

韓国における低所得層高齢者の生活実態と支援の課題
-在宅高齢者の食生活、住居、介護問題を中心に-

審査資料として提出された日本語文と内容の相違がないことを記した文書を添えて、依頼書、調査書の原文（韓国語）を提出されること。

同意書配布前の申請が望ましかったことを申し添える。

衣笠-人-2011-18

衣笠-人-2011-17

長崎　潔

 ～ 2012年1月30日

一般診療における「同意書」の実相と「自己決定」

前回条件付承認（2011.12.5）における下記委員会所見に対し、2012年1月10日付の回答にて資料提供機関の倫理委員会における承認が
確認されたため、承認とします。
　同意書の複写を含める研究成果の公開にあたっては、氏名住所といった個人情報のみならず、症例や手術・検査種類等の公開によっ
て個人が特定されることのないよう充分な配慮を行なうこと。
　また、研究成果（論文等）を協力機関に提出し、フィードバックを行なうよう努めること。
　本委員会の研究計画承認については、本申請において匿名化した資料の入手が明記されていないこと、医療情報が含まれると想定さ
れる同意書の複写を研究成果公開に用いることのリスクを本委員会にて担保できないことから、資料をご提供いただく病院の倫理審査委
員会にて、資料の提供及び提供資料を用いた研究成果公開について承認を得ることを条件とする。
　尚、研究協力依頼にあたっては、協力機関の責任者である病院長に対して文書のみならず、口頭においても研究内容・発表方法、さら
に病院の倫理委員会の承認が必要な理由を充分に説明し、理解を得るよう努めること。

申請研究者
森本　綾

衣笠-人-2011-19

申請研究者
大西　康太

 ～ 2011年12月31日

 ～ 2012年1月30日

高次脳機能障害をもつクライエントに対する援助

前回条件付承認（2012.1.16）における下記委員会所見に対し、2012年2月14日付の回答にて同意書文言の修正が確認されたため、承認
とします。
　研究対象者に混乱を与えないよう同意書の文言を修正すること。

在住外国人の家庭における日本語学習
-父親監修の母子翻訳交換日記の検討-

前回条件付承認（2011.12.5）における下記委員会所見に対する12月21日付の回答により、承認とします。
　同意書を研究協力者が理解しやすい内容に修正すること。また英語文は日本語文と内容を一致させること。

衣笠-人-2011-20
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受付番号／承認番号 審査結果 2011年6月24日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年6月24日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年6月1日　承認 （迅速審査）

所属 スポーツ健康科学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年8月11日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助手

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

 ～ 2012年3月31日

インソールの差異が下肢各関節への負荷に与える影響の解析

BKC-人-2011-003

前回条件付承認（2011.5.18）における下記委員会所見に対する6月24日付の回答により、承認とします。
①以下の点に関して訂正・明記すること
・研究手法の効果について、参考文献などこれまでの事例を追記すること
・対象とする「下肢関節に疾患を有する小児」の具他的な症状を記載すること
・インソール3種類について具体的なイメージができる資料を添付すること
・「被験者の人数を統計処理の点から10名とした」の統計処理を実施する場合は内容を記載し、実施しない場合はその記載を削除するこ
と
・説明書の連絡先を１箇所に統一すること
・可能な限り小児でも理解できるような説明書にすること
・｢研究に参加することで期待される利益」についてチェックがあるが、それについての記載がないので追記すること
・同意書において同意者が説明を受け被験者の参加を了承する旨を記載すること
・被験者の説明は主治医からではなく、他の医者から説明する配慮が必要である
②以下の記載を削除すること
・「被験者が多い場合、数学上、必然的に何らかの有意差がでてしまう」

申請研究者
大塚　光雄

申請研究者
伊坂　忠夫

 ～ 2014年3月31日

機械的インピーダンス制御ｼｽﾃﾑを利用した筋出力特性の評価ならびにトレーニング

前回条件付承認（2011.5.18）における下記委員会所見に対する6月1日付の回答により、承認とします。
①以下の点に関して訂正・明記すること
・前回の申請書と同じ手法で研究活動を実施するのか明確にすること
・前回の申請書と同様の場合、前回の申請人数からこれまでの被験者を差し引くこと

BKC-人-2011-004

機能性被服着用における歩容への影響の検討

前回条件付承認（2011.5.18）における下記委員会所見に対する6月24日付の回答により、承認とします。
①以下の点に関して訂正・明記すること
・研究対象者が限定されている理由と背景について記載すること
・実験データ作業の取扱について記載すること
・承認を行う際に共同研究先の倫理委員会で承認をとる必要がないのか記載すること
②以下の記載を削除すること
・「被験者が多い場合、数学上、必然的に何らかの有意差がでてしまう」

BKC-人-2011-002

申請研究者
吉岡　伸輔

BKC-人-2011-001

申請研究者
吉岡　伸輔

～　2011年11月1日

＊＊＊びわこ・くさつキャンパス審査委員会（　11　件の研究計画を審査）　＊＊＊

 ～ 2012年3月31日

短距離走スタートダッシュのキネティクス研究：疾走速度に左右方向への力は関係するか

前回条件付承認（2011.8.2）における下記委員会所見に対する8月11日付の回答により、承認とします。
①以下の点に関して修正・明記すること
・任意の参加では実験結果が得にくいと考え、必須にすべきと判断するため修正すること
・同意書なしでも撤回できるよう、口答で撤回できる旨を追記すること
・同意書の宛先を研究責任者に変更すること
②以下の点に関して削除すること
・同意撤回書は書面での必要はないと判断するため削除すること
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受付番号／承認番号 審査結果 2011年8月2日　承認

所属 理工学部　ロボティクス学科 職名 助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2011年9月2日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年1月19日　承認

所属 情報理工学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年1月19日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年1月19日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

申請研究者
木村　哲也

BKC-人-2011-005

申請研究者
岡田　志麻

 ～ 2011年12月31日

 ～ 2012年8月31日

心理的ストレス反応と生理的ストレス反応の関係性の検証

前回条件付承認（2011.8.2）における下記委員会所見に対する9月2日付の回答により、承認とします。
①以下の点に関して修正・明記すること
・「欺き」についての記載を修正すること
・同意書の宛先を研究代表者に変更すること
・「同意の撤回は、口頭および文書にて」を「同意の撤回は、口頭または文書にて」に訂正すること
・具体的な補償方法について記載すること
・「申請書」の確認事項にチェックをすること

睡眠深度推定センサの評価実験

特になし

BKC-人-2011-006

BKC-人-2011-007

申請研究者
満田　隆

 ～ 2015年3月31日

感覚運動マッピングに関する脳機能イメージング

前回変更の勧告（2011.12.14）における委員会所見に対し、下記事項の修正が確認できたため委員会（2012.1.19）にて承認とします。
①実験内容の詳細記述
②個人データの取り扱い方法
③誤植の指摘
④同意書の保管方法

BKC-人-2011-008

申請研究者
垂脇　匤宏

 ～ 2013年3月31日

基礎動作の質的分析を用いたコーチングの検討

特になし

BKC-人-2011-009

申請研究者
山中　祥祐己

 ～ 2012年12月31日

野球における外野手のキャッチング動作について

特になし
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受付番号／承認番号 審査結果 　非該当

所属 - 職名 -

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年3月8日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助手

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2012年3月8日　承認

所属 情報理工学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

BKC-人-2011-010

申請研究者
-

-

審査内容を検討し、生命倫理審査委員会へ移管

BKC-人-2011-011

申請研究者
大塚　光雄

 ～ 2013年12月31日

新たなスターティングブロックの開発：歩隔の調整は大きな加速力を生むか

特になし

BKC-人-2011-012

申請研究者
萩原　啓

 ～ 2012年9月30日

睡眠中の体動による睡眠状態の評価の研究

特になし
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